
法人ワンタイムパスワード利用手引き 

１．ワンタイムパスワード（ソフトウェアトークン）ご利用までの流れ 

（１）事前準備 

ソフトウェアトークンを準備してください。 

＜ソフトウェアトークンのダウンロード方法＞ 

以下のシマンテック社のサイトから、ソフトウェアトークンをダウンロードしてください。 

なお、ソフトウェアトークンについての詳細やご利用方法、よくある質問いついても、こちらのサ

イトにてご確認いただけますので、ご覧ください。 

ＵＲＬ：https://idprotect-jp.vip.symantec.com/mobile/index.html

※お客様のスマートフォンに、アプリ(モバイル機器対応のアプリ型トークン)をダウンロードしてく

ださい。 

（２）管理者が行う作業 ＜管理者のワンタイムパスワードの登録＞ 

イ．管理機能「ワンタイムパスワード認証情報管理」をクリックします。 



ロ．「利用形態設定」をクリックします。

ハ．ワンタイムパスワード利用形態を選択し、「次へ」をクリックします。 

ワンタイムパスワードの登録方法を選択しま

す。 

「管理者、利用者が異なるトークンを利用す

る」を選択すると、お客様ＩＤごとにトーク

ンの登録ができます。 

「管理者、利用者が同じトークンを利用する」

を選択すると、全お客様ＩＤに対し一台のト

ークンを登録できます。 



ニ．管理者に登録するトークンＩＤ（クレデンシャルＩＤ）とワンタイムパスワード、承認用パス

ワードを入力し、「確定」をクリックします。 

⇒「ホ．登録完了画面」へ 

登録するトークンの「トークンＩＤ」

（クレデンシャルＩＤ）とトークンの

画面に表示される「ワンタイムパスワ

ード」を入力します。 

承認用パスワードを登録し

ていない管理者の場合、都度

振込送信確認用パスワード

の入力画面が表示されます。



ホ．登録完了画面 

登録完了画面が表示され、トークンの登録が完了します。以降、都度振込の振込内容確認画面

でワンタイムパスワードの入力が必要になります。 

⇒利用形態に「管理者、利用者が異なるトークンを利用する」を選択し、他のお客様ＩＤにトー

クンを登録する場合は、「（３）管理者が行う作業 ＜承認者、一般者のワンタイムパスワード

の登録＞」へ 

⇒上記以外の場合は、「（４）振込内容確認画面の変更」へ 

（３）管理者が行う作業＜承認者・一般者のワンタイムパスワードの登録＞ 

イ．ワンタイムパスワード認証情報画面 

トークンを登録するお客様ＩＤの「選択」欄にチェックを入れ、「登録・登録解除」ボタンを

クリックします。 

ワンタイムパスワード利用形態で「管理者、利用者が異

なるトークンを利用する」を選択した場合、引き続き利

用者のトークンを登録するため、【ワンタイムパスワー

ド認証情報管理】をクリックします。 

トークンを登録する利用者の「選択」

欄にチェックを入れます。 



ロ．ワンタイムパスワード情報登録画面 

お客様ＩＤに登録するトークンＩＤとワンタイムパスワード、承認用パスワードを入力し、「確

定」をクリックします。  

ハ．登録完了画面 

登録完了画面が表示され、お客様ＩＤへのトークンの登録が完了します。 

登録するトークンの「トークンＩＤ」

とトークンの画面に表示される「ワン

タイムパスワード」を入力します。 

承認用パスワードを登録し

ていない管理者の場合、都度

振込送信確認用パスワード

の入力画面が表示されます。



２．ワンタイムパスワードを利用した都度振込送信方法 

管理者にトークンが登録されると、振込内容確認画面が以下のように変更されます。 

都度振込送信確認用パスワードに代

わり、ワンタイムパスワードの入力欄

が表示されます。 



３．管理者・承認者・一般者のトークン変更・登録解除  

【変更】 

＜管理者のトークンを変更＞ 

①現在登録中のトークンが使用できる場合は管理者の操作で変更できる⇒（１）のイ.へ 

②現在登録中のトークンが紛失、故障等で使用できない⇒金庫窓口へお願いします。 

＜承認者・一般者のトークンを変更＞ 

管理者の操作で変更できる。⇒（１）のロ.へ 

（１）管理者ID でログイン後、管理機能メニュー画面からワンタイムパスワード認証情報管理画面を表

示します。 

管理者・承認者・一般者のトークン ID を選択し、【登録・解除】ボタンをクリックします。 

イ．「管理者のトークン変更」 

「管理者」のトークンを選択し【登

録・登録解除】ボタンをクリックしま

す。 

ロ．「承認者・一般者のトークン変更」

「承認者・一般者」のトークンを選択

し【登録・登録解除】ボタンをクリッ

クします。 



（２）ワンタイムパスワード情報変更画面 

イ．トークンの変更 

新しいトークンに登録を変更する場合は、【登録】ボタンをクリックします。 

⇒（管理者の場合）「（３）ワンタイムパスワード入力画面」へ（※） 

（利用者の場合）「（４）ワンタイムパスワード情報登録画面」へ 

（※）現在登録中のトークンが使用できず、信用金庫が管理者のトークンを登録解除した場合

は、「（４）ワンタイムパスワード情報登録画面」へ 

ロ．トークンの登録解除 

管理者のトークンの登録を解除する場合は、金庫窓口へお願いいたします。 

承認者、一般者のトークンの登録を解除する場合は、【登録解除】ボタンをクリックします。 

→「（５）設定内容確認画面」へ  

新しいトークンの登録を行う場

合、【登録】ボタンをクリック

します。

トークンの登録を解除す

る場合、【登録解除】ボタ

ンをクリックします。



（３）ワンタイムパスワード入力画面 

管理者が現在利用しているトークンに表示されたパスワードを入力し、【次へ】ボタンをクリッ

クします。 

⇒「（４）ワンタイムパスワード情報登録画面」へ 

＜ワンタイムパスワード入力画面＞ 

現在登録されているトークンに

表示されるワンタイムパスワー

ドを入力します。



（４）ワンタイムパスワード情報登録画面 

ワンタイムパスワード情報変更画面で【登録】ボタンをクリックすると、ワンタイムパスワード

情報登録画面が表示されます。新しいトークンを登録トークン情報に入力し、【確定】ボタンを

クリックします。 

⇒「登録完了画面」へ 

＜ワンタイムパスワード情報登録画面＞ 

＜登録完了 画面＞ 

新しく登録するトークンのトー

クンＩＤとトークンに表示され

たパスワードを入力します。



（５）設定内容確認画面 

ワンタイムパスワード情報変更画面で【登録解除】ボタンをクリックすると、設定内容確認画面

が表示されます。設定内容を確認し、都度確認用パスワードを入力し、【確定】ボタンをクリッ 

クします。 

（６）登録解除完了画面 

承認用パスワードを登録し

ていない管理者の場合、都度

振込送信確認用パスワード

の入力画面が表示されます。



４．利用形態の変更手順 

（１）ワンタイムパスワード認証情報管理画面 

管理機能ご利用メニュー画面から【ワンタイムパスワード認証情報管理】ボタンをクリックする

と、ワンタイムパスワード認証情報管理画面が表示されますので、【利用形態設定】ボタンをク

リックします。 

＜ワンタイムパスワード認証情報管理画面＞ 

（２）ワンタイムパスワード利用形態設定画面 

ワンタイムパスワードの利用形態（登録方法）を選択し、【次へ】ボタンをクリックします。 

⇒「（３）ワンタイムパスワード入力画面」へ 

＜ワンタイムパスワード利用形態設定画面＞ 

ワンタイムパスワードの登録方法と

して現利用形態と新利用形態で異な

る登録方法を選択します。 



（３）ワンタイムパスワード入力画面 

管理者が現在利用しているトークンに表示されたパスワードを入力し、【次へ】ボタンをクリッ

クします。 

⇒「（４）ワンタイムパスワード情報登録画面」へ 

＜ワンタイムパスワード入力画面＞ 



（４）ワンタイムパスワード情報登録画面 

登録するトークンＩＤとワンタイムパスワードを入力し、【確定】ボタンをクリックします。 

⇒「登録完了画面」が表示されます。 

＜ワンタイムパスワード情報登録画面＞  

「登録完了画面」  

 以上 


